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第74回 横浜市公立大学法人評価委員会会議要録 （案） 

日  時  平成29年8月3日（木）14時00分～16時00分 

開催場所  市庁舎5階関係機関執務室 

出席委員 工藤委員長、蟻川委員、有賀委員、大久保委員、岡本委員 

欠席委員  なし 

法 人 企画財務課長ほか 

事務局 寺岡大学担当理事、森田大学調整課長、坂田大学調整課担当係長 ほか 

開催形態  公開（傍聴者 ０名）  

議  題    １ 第73回横浜市公立大学法人評価委員会会議録（案）について 

２  公立大学法人横浜市立大学平成28年度の年度計画及び第２期中期目標期間における業務

の実績評価について 

３ 平成28事業年度財務諸表等の承認について 

４ その他 

決定事項   

議  事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要な発言は、以下のとおり。 
（〇：委員発言、△：法人・事務局発言） 
 
※議題１について 

特に異論なく承認。 

 

※議題２について 

 
「Ⅱ－１（医療分野・医療提供等の年度評価）」 

 
○目標よりも進展があったものを激励したい意図でＳとした。 
 
○A 評価として、コメントで激励することとする。 
 
「Ⅱ－２（医療人材の育成等の年度評価）」 

○フルマッチの達成でＳ評価というのは疑問であり、前年度の指摘の改善度を見てＡとした

が、全体としてはＳでも良いと思う。 
 
○フルマッチの達成のみによるＳ評価ではないことを記載しておく必要がある。 
 
○コメントで委員の意見を反映させて欲しい。 
 

「Ⅲ（法人の経営に関する目標の年度評価）」 

○財務改善の余地があれば、Ⅲ全体をＢとして奮起を促したいとも考えた。 
 
○原因把握改善には時間がかかるものと思う。大学人にとっては不得手な問題。効果発揮ま

での時間を考えるとＡで良いと思う。 
 
○Ａ評価としてさらなる努力をと、コメントする。 
 
○Ａ＋Ｂ＝ＡとＡ＋Ａ＝Ａの違いが分かるようにすることも考えられる。 
 
△収支自体に対して目標が設定されていない。設定された項目については、オールＡの評価

だが、赤字を踏まえてＢと自己評価した。29 年度は目標で収支に触れ、評価項目となるよう

改善した。 
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「Ⅱ－１、２（医療分野・医療提供、医療人材の育成等の 2期全体の評価）」 

○Ｓをつけた理由について、過去６年分の評価でＳの年もあったこと、取組内容や、頼れる

病院ランキングでも第 1 位となったことを評価したいと思った。また、どこかで S があると、

評価のメリハリをつけるという意味でもよいと思った。 
 
○中間評価やこれまでの 6 年間の実績から、S 評価とした。 
 
○求められる水準からすると１１０くらい。医療関係者の感覚からすればＡが適当で、S は褒

めすぎでは。 
 
○6 年間の順調な取組でＡとした。 
 
○Ⅱ－１、Ⅱ－２の二つがＳだと、トータルでＳとなり、過大評価か。 
 
○拠点病院としての位置付け、様々なセンター機能も持つことは大学病院として当然である。

高度な手術機能は資金力の問題でもある。冷静な観点が必要だ。 
 
○コメントで取組を評価する。スコアはⅡ－１がＡ、Ⅱ－２がＳ、Ⅱ－３がＡ。 
 
「Ⅲ－１（業務運営の改善に関する取組の 2 期全体の評価）」 

○Ａとして奮起を期待する。 
 
○コンプライアンス違反への対応という点で、真因（体質、風土）を理解しているとまで言

えるか、やや疑問。 
 
○経営陣の理解は進んでいると思うが、全体に浸透していない。どう具体的に手を打ってい

くのか。妙手はないので繰り返していくことが必要なのでは。 
 
「国際化」 
○他大学との比較でＳとは言えないが、６年間の努力は評価したい。数値目標未達成である

が、大学の努力不足とまでは言えない。涙ぐましい努力、本当に大変なこと。大学へのメッ

セージとして努力を評価した。国際化は留学生比率だけでなく、PE が進んできていることか

ら人材育成が根付いているところを評価したい。 
 
○目標指標の未達成（60%）を厳しく見て B とした。このことはコメントに入れて 

ほしい。 
 
○各委員の意見を踏まえてコメント作成を。スコアはＡとする。 
 
○国際化の取組について、大学の国際競争力を高めることに資する具体的な取組が少ないと

思う。細かい取り組みでもアピールが必要だと思う。国際化については、年々ハードルが上

がっていく。これで充分というテーマではない。 
 
○何をもって国際化を評価するか、多様な切り口での評価軸の設定や、地元横浜の魅力アッ

プなど、アピールできる作戦を期待したい。 
 
○横浜市の国際都市としての役割の発揮。市大ならではの役割を期待している。行政・民間

も担い手となるもので、市大だけで担えるものではない。 
 

※議題３について 

 特に異論なく承認。 

 

※その他 

・事務局より次回のスケジュール等、連絡事項の説明。 
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資  料 

・ 

特記事項 

〔配付資料〕 

資料１ 第 73回 横浜市公立大学法人評価委員会会議要録（案） 

資料２－１ 各委員評価のまとめに向けた総合調整項目（平成 28年度 年度計画に対する

評価） 

資料２－２ 公立大学法人横浜市立大学の平成 28年度年度計画に対する各委員評価一覧 

資料２－３ 各委員評価のまとめに向けた総合調整項目（第２期中期目標期間に対する評

価） 

資料２－４ 公立大学法人横浜市立大学の第２期中期目標期間に対する各委員評価一覧 

 資料２－５ 総合的な評価コメント等 

 

 

〔参 考〕 

 公立大学法人横浜市立大学関係資料 

    


